
令
和
６
年
５
月
１
日
　
第
76
号
　
３
月
定
例
会
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

会
場
：
大
曲
庁
舎
本
会
議
場
（
3月
15日

第
1回
定
例
会
最
終
日
）
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代
表
監
査
委
員
を
４
年
間
勤
め
、

退
任
あ
い
さ
つ
を
す
る
武
田
哲
也
氏

代
表
監
査
委
員
を
４
年
間
勤
め
、

退
任
あ
い
さ
つ
を
す
る
武
田
哲
也
氏

市
政
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

聞
い
て
み
た
い
な
こ
ん
な
こ
と

行
政
視
察
報
告

き
か
せ
て
！
あ
な
た
の
ミ
ラ
イ



〜
教
育
厚
生
常
任
委
員
会
っ
て
、
ど
ん
な
し
ご
と
？
〜

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
は
ど
こ
を
所
管
し
て
い
る
の
？

所
管
事
務
調
査
と
は
？

市
民
部
、
健
康
福
祉
部
、
こ
ど
も
未
来
部
、
教
育
委
員
会
事
務
局
、
市
立
大

曲
病
院
の
所
管
に
属
す
る
事
項
の
審
査
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
こ
ど
も
未
来

部
は
、
こ
ど
も
施
策
の
着
実
な
推
進
の
た
め
、
令
和
６
年
度
か
ら
新
た
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

行
政
視
察
と
は
？

常
任
委
員
会
は
、
委
員
会
が

所
管
し
て
い
る
事
務
を
調
査

す
る
機
能
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
委

員
会
固
有
の
権
限
に
基
づ
き
、
自
主

的
に
調
査
を
行
い
、
議
案
の
審
査
や

市
に
対
し
て
政
策
の
提
案
を
行
い
ま

す
。
委
員
会
で
は
、
定
例
会
閉
会
中

も
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
調
査

内
容
は
議
員
全
員
協
議
会
で
報
告
し

て
い
ま
す
。

議
員
が
他
自
治
体
等
の
先
進

的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

地
域
へ
出
向
き
、
そ
の
地
域
の
行

政
・
経
済
・
文
化
等
の
実
情
を
直
接

把
握
す
る
こ
と
で
す
。
議
会
の
活
動

に
は
、
議
案
の
是
非
を
検
討
し
、
そ

の
可
否
を
決
す
る
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
行
政
の
施
策
等
に
つ
い
て
提
言

し
、
市
民
の
利
益
の
た
め
に
そ
の
実

現
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
積
極
的
な

姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
行
政
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
高
度
で
専
門
的
な
見
識

が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
議
員
活
動

を
す
る
上
で
必
要
か
つ
有
益
で
あ
る

こ
と
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
各
常
任

委
員
会
お
よ
び
議
会
運
営
委
員
会
の

行
政
視
察
に
つ
い
て
は
、
12
ペ
ー
ジ

と
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

所管事務調査の様子
施設職員等の意見を聴き、
市政の現状を把握しています。

を
開
催
し
ま
す

　
市
民
の
皆
さ
ま
と
自
由
に
意
見
交
換
す
る
市
政
懇
談
会
を
、
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。

「
よ
り
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、
市
政
の
諸
課
題
に
柔
軟
に
対
処
す
る

た
め
、
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
情
報
お
よ
び
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
や
議
会

の
活
動
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
会
場
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】　
議
会
事
務
局　
℡（
63
）１
１
１
１（
内
線
３
０
３
）

市
政
懇
談
会

開催日 会　場 時　間

6月24日（月）
午前10時～

午後1時30分～

大綱交流館
（刈和野字愛宕下24-1）
協和支所
（協和境字野田4）

6月25日（火）
午前10時～

午後1時30分～

神岡農村環境改善センター
（神宮寺字下川原前開100）
南外コミュニティセンター
（南外字下袋218）

6月26日（水）
午前10時～

午後1時30分～

内小友公民館
（内小友字仙北屋68-2）
角間川公民館
（角間川町字四上町1）

6月27日（木）
午前10時～

午後1時30分～

さくまろ館
（髙梨字田茂木10）
おおたコミュニティプラザ
（太田町横沢字窪関南501）

6月28日（金）
午前10時～

午後1時30分～

四ツ屋公民館
（四ツ屋字西下瀬162-4）
中仙農村環境改善センター
（北長野字茶畑141）

6月29日（土） 午後1時30分～サンクエスト大曲
（大曲日の出町1丁目23-3）
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今号では
この中から
５つをPickup

第1回定例会

Pickup1寄
附
金
を
財
源
と
し
た
給
付
型
奨

学
金
制
度
も
新
た
に
設
け
る
と
の

こ
と
だ
が
、
制
度
運
用
の
将
来
的

な
見
通
し
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

返
済
の
必
要
の
な
い
給
付
型
の
奨

学
金
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
毎
年
１

千
万
円
の
寄
附
の
申
し
出
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
寄
附
金
を
原
資
と

し
た
給
付
型
の
奨
学
金
の
制
度
設

計
に
当
た
っ
て
は
、
奨
学
金
を
申

請
し
た
学
生
が
卒
業
ま
で
の
期

間
、
確
実
に
奨
学
金
が
受
け
取
れ

る
よ
う
進
め
て
い
る
。

QA

● 
第
１
回
定
例
会 

議
案
審
議 

●

大
仙
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

第
１
回
定
例
会　
会
期
23
日
間　
２
月
22
日
〜
３
月
15
日

第１回定例会
　専決処分報告………　１件
　人事案………………３３件
　条例案………………１９件
　単行案………………　５件
　補正予算案…………１０件
　当初予算案…………１９件
　陳情…………………　３件

　
全
て
の
議
案
名
と
審
議
結
果
は
、
大
仙
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
議
案
第
22
号
〉
大
仙
市
コ
ス
モ
ス
奨
学
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

市
独
自
の
給
付
型
奨
学
金
を
支
給
す
る

た
め
、
奨
学
基
金
を
新
た
に
設
置
し
ま

す
。

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
大
学
等
に
お
け
る
修
学
に
困
難
が
あ
る
者
に

対
し
、
寄
附
金
を
財
源
と
し
て
給
付
型
奨
学
金
を
支
給
す
る
た
め
、

新
た
に
「
大
仙
市
コ
ス
モ
ス
奨
学
基
金
」
を
設
置
し
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て
き
た
奨
学

金
制
度
と
の
併
用
は
で
き
る
の

か
。

国
に
よ
る
給
付
型
奨
学
金
制
度
お

よ
び
市
が
行
う
貸
与
型
奨
学
金
制

度
と
の
併
用
は
で
き
な
い
が
、
そ

の
他
団
体
に
よ
る
奨
学
金
制
度
と

の
併
用
は
可
能
で
あ
る
。

QA
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Pickup3事
業
内
容
や
実
績
の
ほ
か
、
相
談

に
来
ら
れ
た
方
々
の
具
体
的
な
事

例
等
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
情
報

発
信
が
必
要
で
は
な
い
か
。

よ
り
多
く
の
方
々
に
、
だ
い
せ
ん

Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
が
備
え
て
い
る
機
能
を

認
知
し
て
い
た
だ
き
、
活
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
周

知
、
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り

た
い
。

QA
〈
議
案
第
37
号
〉
令
和
６
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
予
算

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
用
を
引
き
続

き
行
い
、
だ
い
せ
ん
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
の
相
談

体
制
や
周
知
の
強
化
を
行
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
10
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
任
用
し
、
だ
い
せ
ん

Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
で
の
起
業
の
相
談
対
応
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

令
和
６
年
度
も
引
き
続
き
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
任
用
し
、
だ
い
せ

ん
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
の
周
知
徹
底
と
サ
ポ
ー
ト
窓
口
と
し
て
の
体
制
強
化
を

推
進
し
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

Pickup2彩
色
千
輪
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

は
、
よ
り
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
事

業
を
展
開
さ
れ
た
い
と
思
う
が
、
い
か

が
か
。

地
域
の
主
体
性
に
基
づ
き
実
施
す
る
事

業
で
あ
り
、
地
域
協
議
会
を
は
じ
め
、

活
性
化
を
担
う
地
域
の
団
体
等
と
、
今

後
も
協
議
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

QA
〈
議
案
第
37
号
〉
令
和
６
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
予
算

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

「
彩
色
千
輪
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

各
地
域
に
お
い
て
、
拠
点
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
令
和
６
年
度
の
事
業
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

地
域
名

大
曲

神
岡

西
仙
北

中
仙

協
和

南
外

仙
北

太
田

は
な
び
・
ア
ム

道
の
駅
か
み
お
か

大
綱
交
流
館

道
の
駅
な
か
せ
ん

和
ピ
ア

南
外
ふ
る
さ
と
館

南
外
民
俗
資
料
交
流
館

南
外
さ
い
か
い
市

仙
北
ふ
れ
あ
い
公
園

横
沢
公
園
エ
リ
ア

拠
点
名

事　
業　
概　
要

地
域
の
魅
力
紹
介
と
周
遊
を
促
す
取
り
組
み
を
継
続
。
新
た
な
に
ぎ
わ
い

創
出
策
を
見
出
す
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
開
催
。

道
の
駅
で
地
域
作
品
展
・
情
報
発
信
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
拠
点
の
新

た
な
活
用
と
し
て
長
沼
自
然
観
察
会
を
開
催
。

若
者
や
女
性
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
ほ
か
、

地
元
中
・
高
生
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
実
施
。

道
の
駅
の
特
色
づ
く
り
と
「
ド
ン
パ
ン
娘
」
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ロ
ゴ
を
活
用

し
た
取
り
組
み
を
実
施
。

「
体
験
・
学
習
・
あ
そ
び
・
交
流
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
地
域
住
民
が
企

画
・
運
営
す
る
各
種
体
験
型
事
業
を
実
施
。

３
拠
点
の
魅
力
づ
く
り
と
合
同
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
。
新
た
に
地
域
の
偉
人

を
顕
彰
す
る
取
り
組
み
を
実
施
。

周
辺
地
域
の
恒
常
的
な
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、
屋
外
読
書
ゾ
ー
ン
整

備
と
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
を
実
施
。

「
花
と
緑
の
ま
ち
」
を
体
感
で
き
る
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と
リ
ピ
ー

タ
ー
確
保
の
取
り
組
み
を
実
施
。

「
彩
色
千
輪
」
は
、
色
と
り
ど
り
の

小
花
が
一
斉
に
開
く
花
火

※

八
つ
の
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
活
性
化

す
る
こ
と
で
、
市
全
体
が
活
性
化

す
る
こ
と
を
花
火
で
イ
メ
ー
ジ

※Ｒ５は、12月末時点
※前年度比は、Ｒ４を基準にＲ５の
　進捗状況を表したもの

■だいせんLaboの利用状況

項目 Ｒ５ Ｒ４ 前年度比
（R5/R4）

延相談件数 155 135 115%

実相談件数 41 47 87%

来訪者数 397 603 66%

04あなたのギカイ



Pickup5対
象
者
を
経
営
面
積
が
30
ヘ
ク
タ

ー
ル
以
上
で
か
つ
農
業
法
人
に
絞

り
込
ん
だ
理
由
と
補
助
内
容
は
上

限
５
万
で
当
該
年
度
２
名
ま
で
だ

が
、
１
法
人
に
つ
き
２
名
ま
で
と

い
う
解
釈
で
い
い
の
か
。
ま
た
、

個
人
で
も
受
委
託
を
し
な
が
ら
や

っ
て
い
る
方
も
い
る
。
個
人
で
あ

っ
て
も
対
象
と
し
て
も
良
い
の
で

は
な
い
か
。

大
規
模
農
業
法
人
等
が
今
後
の
担

い
手
の
中
心
に
な
る
と
考
え
て
お

り
、
導
入
の
効
果
の
観
点
か
ら

も
、
受
託
面
積
を
含
め
30
ヘ
ク
タ

ー
ル
以
上
の
面
積
設
定
を
し
た
。

受
託
面
積
の
増
加
に
よ
り
防
除
作

業
の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
事
業
推

進
に
も
つ
な
が
る
と
も
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
一
般
的
に
免
許
取
得

に
は
20
万
円
ほ
ど
か
か
る
よ
う
だ

QA
〈
議
案
第
37
号
〉
令
和
６
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
予
算

新
た
に
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
資
格
取
得

に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

大
仙
市
「
農
業
と
食
」
に
関
す
る
活
性
化
構
想
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進
す
る
た
め
、
新
た
に
農
業

用
ド
ロ
ー
ン
の
資
格
取
得
に
係
る
経
費
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

が
、
金
額
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
律

５
万
円
を
交
付
し
、
補
助
金
の
申

請
が
偏
ら
な
い
よ
う
最
低
限
必
要

な
人
数
と
し
て
、
１
申
請
者
当
た

り
、
当
該
年
度
２
名
ま
で
と
し

た
。
個
人
で
実
施
し
て
い
る
方
に

つ
い
て
は
、
実
績
を
見
た
上
で
、

今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

Pickup4成
人
軽
度
・
中
等
度
難
聴
者
補
聴

器
購
入
費
助
成
事
業
を
開
始
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
助
成
を
受
け
る

に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
は
あ
る

の
か
。

申
請
に
当
た
っ
て
は
、
医
師
の
意

見
書
を
必
須
と
し
て
い
る
。
医
師

の
所
見
を
も
と
に
補
聴
器
販
売
業

者
が
調
整
を
行
う
こ
と
で
、
利
用

者
の
聴
覚
レ
ベ
ル
に
よ
り
適
合
し

た
補
聴
器
を
購
入
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。
申
請
手
続
き
等
に
つ
い

て
は
、
市
の
広
報
紙
等
で
広
く
周

知
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

QA
〈
議
案
第
37
号
〉
令
和
６
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
予
算

成
人
軽
度
・
中
等
度
難
聴
者
へ
の
補
聴

器
購
入
費
の
助
成
を
新
た
に
実
施
し
ま

す
。

　

聴
覚
障
が
い
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い

18
歳
以
上
の
軽
度
・
中
等
度
難
聴
者
に
対
し
て
、
聞
こ
え
づ
ら
さ
な

ど
の
日
常
生
活
に
お
け
る
不
便
の
解
消
と
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
補
聴
器
購
入
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。
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困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
市
で
は
、
非
営
利

法
人
の
性
格
や
、
本
市
の
観
光
物
産
振
興
を
設
立

目
的
に
し
て
い
る
高
い
公
益
性
、
専
門
的
な
ノ
ウ

ハ
ウ
を
有
す
る
職
員
の
維
持
・
確
保
な
ど
の
観
点

か
ら
、
市
の
補
助
が
必
要
と
判
断
し
、
人
件
費
の

う
ち
職
員
給
料
お
よ
び
福
利
厚
生
費
の
10
分
の
10

相
当
を
支
援
し
て
い
る
。

の
り
の
り
き
っ
ぷ
の
交
付
対
象
者
数
、
申
請
者
数
、

交
付
件
数
、
使
用
実
数
な
ど
の
こ
れ
ま
で
の
推
移

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

令
和
２
年
度
は
、
75
歳
以
上
の
交
付
対
象
者
数
が

１
万
６
７
３
０
人
、
申
請
・
交
付
件
数
は
同
数
の

８
６
４
５
人
、
免
許
返
納
者
の
申
請
は
９
０
５
人

で
、
９
０
９
７
万
５
千
円
分
を
交
付
し
、
５
４
１

９
万
７
６
０
０
円
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
３
年
度

は
、
交
付
対
象
者
数
が
１
万
７
７
６
人
、
申
請
・

交
付
件
数
が
９
０
１
２
人
、
免
許
返
納
者
の
申
請

は
１
０
５
４
人
で
、
５
０
３
３
万
円
分
を
交
付
し
、

３
２
１
０
万
６
９
０
０
円
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

４
年
度
は
、
交
付
対
象
者
数
が
１
万
７
３
６
０
人
、

申
請
・
交
付
件
数
が
７
０
１
６
人
、
免
許
返
納
者

の
申
請
は
９
８
４
人
で
、
４
８
０
０
万
円
分
を
交

付
し
、
３
２
８
３
万
７
３
０
０
円
が
使
用
さ
れ
て

い
る
。

地
域
枠
予
算
が
５
９
９
１
万
９
千
円
と
、
令
和
５

年
度
と
比
較
し
９
１
３
万
８
千
円
の
減
額
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

令
和
６
年
度
当
初
予
算
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
実

績
を
勘
案
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
市
が
実

施
す
る
事
業
の
う
ち
、
生
涯
学
習
事
業
や
地
域
の

環
境
整
備
な
ど
、
他
の
分
野
や
目
的
が
主
と
な
っ

て
い
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
全
体
の
予
算
計
上

方
法
に
倣
い
、
目
的
別
の
予
算
科
目
に
移
管
・
分

類
す
る
と
と
も
に
、
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
見

直
し
を
加
え
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
た
結
果
、
前

年
度
か
ら
減
額
と
な
っ
て
い
る
。
年
度
途
中
に
新

た
な
申
請
や
規
模
の
拡
充
な
ど
に
よ
り
、
予
算
が

不
足
す
る
場
合
に
は
、
補
正
予
算
等
に
よ
り
対
応

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

事
業
に
対
し
て
の
補
助
で
は
な
く
、
人
件
費
に
対

す
る
補
助
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

協
会
の
事
業
運
営
は
、
市
の
補
助
金
や
受
託
金
、

協
会
会
員
の
会
費
の
ほ
か
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
、
販

売
等
に
よ
る
収
入
に
よ
り
成
り
立
っ
て
お
り
、
職

員
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
協
会
単
独
で
の
維
持
は

佐
藤　
隆
盛 

議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

QA

QA

QA

会　計　名 令和５年度
当初予算額（Ａ）
44,716,000
8,579,647
1,069,995
1,051,360
25,199
1,610
48,704
118,369
2,000
16,423
932,554
311,375
841,667
370,476

1,128,064
1,044,352
2,829,725
2,325,017
65,412,537

一般会計

一般会計＋特別会計＋企業会計（収益的支出・資本的支出）

国民健康保険事業
後期高齢者医療
学校給食事業
奨学資金
企業団地整備事業
スキー場事業
太陽光発電事業
小水力発電事業
財産区（６地区）

市立大曲病院事業

上水道事業

簡易水道事業

下水道事業

収益的支出
資本的支出
収益的支出
資本的支出
収益的支出
資本的支出
収益的支出
資本的支出

46,407,800
8,525,059
1,139,140
1,153,699
21,175
393,121
41,737
136,267
2,000
7,826

979,141
160,590
828,886
540,745

1,127,267
884,856

2,815,268
2,414,152
67,578,729

1,691,800
-54,588
69,145
102,339
-4,024

391,511
-6,967
17,898

0
-8,597
46,587

-150,785
-12,781
170,269

-797
-159,496
-14,457
89,135

2,166,192

令和６年度
当初予算額（Ｂ）

比較
（Ｂ）－（Ａ）

特 

別 

会 

計

企 

業 

会 

計

令和６年度会計別当初予算 （単位：千円） 令
和
６
年
度
予
算
案
を
チ
ェ
ッ
ク

当
初
予
算
質
疑

　
本
会
議
４
日
目
の
予
算
質
疑
で
は
３
名
の
議
員

が
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
地
域
振
興
事
業
費（
地
域
枠
予
算
）に
つ
い
て

金
谷　
道
男 

議
員
（
大
地
の
会
）

◇
地
域
交
通
対
策
事
業
費
に
つ
い
て

安
達　
成
年 

議
員
（
大
地
の
会
）

◇
大
仙
市
観
光
物
産
協
会
補
助
金
に
つ
い
て
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第
１
回
定
例
会
で
討
論
さ
れ
た
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
国
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
あ
れ

ば
、
デ
ジ
タ
ル
化
そ
の
も
の
に
は
反
対
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
今
の
岸
田
政
権
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
行
政
シ

ス
テ
ム
の
標
準
化
や
健
康
保
険
証
の
一
体
化
を
は
じ
め

と
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
の

野
放
図
な
ひ
も
付
け
拡
大
を
推
進
し
、
民
間
企
業
へ
情

報
漏
え
い
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
危
惧
さ
れ
る
と
と
も
に
、

大
企
業
の
も
う
け
の
材
料
に
な
っ
て
い
る
と
し
か
思
え

な
い
こ
と
か
ら
、
本
予
算
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

佐
藤　
文
子　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　
今
の
ま
ま
で
は
、
県
内
の
多
く
の
地
域
で
、
稲
の
穂

が
出
て
く
る
時
期
に
長
期
間
、
田
ん
ぼ
に
水
を
入
れ
続

け
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
海
外
で
は
さ
ら
に
厳
し
い

カ
ド
ミ
ウ
ム
の
基
準
を
設
定
し
て
い
る
国
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
そ
の
基
準
に
合
わ
せ
て
国
内
基
準
が
よ

り
厳
し
く
な
っ
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
あ
き
た
こ
ま

ち
Ｒ
へ
の
切
り
替
え
が
必
要
で
あ
る
。
東
北
一
の
米
生

産
地
で
あ
る
大
仙
市
と
し
て
も
、
海
外
へ
の
販
路
拡
大

に
向
け
、
全
面
切
り
替
え
は
必
要
な
農
業
政
策
で
あ
る

と
考
え
る
。

秩
父　
博
樹　
議
員
（
公
明
党
）

　
30
億
の
財
政
調
整
基
金
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
限
ら

れ
た
財
源
を
効
率
的
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
分
し
、
市
民

の
負
託
に
応
え
る
予
算
編
成
で
あ
る
と
感
じ
る
。
県
内

ど
の
市
を
見
て
み
て
も
、
大
仙
市
以
上
に
子
育
て
に
対

し
て
重
点
的
に
進
め
て
い
る
市
は
ほ
か
に
な
い
く
ら
い

の
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
も
い
る
。
ま
た
、
予
算
配
分

の
約
３
割
以
上
を
占
め
る
六
つ
の
重
点
施
策
に
は
、
昨

年
以
上
の
期
待
を
寄
せ
て
お
り
、
市
が
目
指
す
地
域
の

隅
々
ま
で
元
気
な
ま
ち
の
実
現
に
は
、
大
い
に
期
待
で

き
る
。

安
達　
成
年　
議
員
（
大
地
の
会
）

　
あ
き
た
こ
ま
ち
Ｒ
の
導
入
と
全
面
切
り
替
え
の
方
針

が
公
表
さ
れ
て
以
降
、
県
内
外
か
ら
県
に
対
し
、
６
０

０
０
件
以
上
に
及
ぶ
批
判
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
あ
き
た
こ
ま
ち
Ｒ
導
入
と
全
面
切
り
替

え
方
針
の
決
定
に
至
る
過
程
で
、
生
産
者
や
消
費
者
不

在
の
ま
ま
進
め
ら
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
全

面
切
り
替
え
方
針
を
延
期
や
見
直
し
し
て
ほ
し
い
と
い

う
陳
情
内
容
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
ぜ
ひ
と
も
採
択

す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

佐
藤　
文
子　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

議
案
第
37
号
「
令
和
６
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
予
算
」
に
対

し
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

陳
情
第
35
号
「
あ
き
た
こ
ま
ち
Ｒ
に
つ
い
て
の
陳
情
書
」
お

よ
び
陳
情
第
39
号
「
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
の
「
あ
き
た
こ
ま

ち
Ｒ
」
へ
の
全
面
切
り
替
え
計
画
に
関
す
る
陳
情
書
」
に
対

し
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

議案第37号 令和６年度大仙市一般会計予算
原
案
可
決
○○○○○○○○欠○議長○○○○○○○○○○○○●

陳情第35号 あきたこまちＲについての陳情書
不
採
択
●●●●●●●●欠●議長●●●●●●●●●●●○○

●●●●●●●●欠●議長●●●●●●●●●●●○○
陳情第39号 「あきたこまち」の「あきたこま
ちＲ」への全面切り替え計画に関する陳情書

不
採
択

令和６年第１回定例会 賛否一覧

賛成者は○、反対者は●、欠席者は「欠」とします。議長は採決に加わりません。
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な
い
た
み
て
い
聞

と
こ
な
ん
こ

員
議
問
質

７
人

目
項
問
質

12
件

一
般
質
問

Q

Q

A

A

石塚　柏
（だいせんの会）

Q&A市議の

市の

小
中
校
の
統
廃
合
は
、
４
名
の

市
会
議
員
の
方
々
が
一
般
質
問

を
さ
れ
て
い
る
。
統
廃
合
の
議

論
は
、
相
当
煮
詰
ま
っ
た
し
、

充
分
に
機
は
熟
し
た
の
で
は
な

い
か
。
統
廃
合
に
必
要
な
児
童

数
の
推
定
数
が
国
土
技
術
政
策

総
合
研
究
所
で
今
年
の
４
月
に

出
る
が
、
こ
の
デ
ー
タ
で
太

田
、
中
仙
、
仙
北
、
大
曲
西
、

大
曲
南
の
中
学
校
区
の
統
廃
合

計
画
を
再
度
、
検
討
を
願
い
た

い
。

統
廃
合
の
計
画
は
、
少
子
化
が

想
定
を
超
え
る
ス
ピ
ー
ド
で
進

ん
で
い
る
こ
と
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
な
ど
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
「
大
仙
市
学
校
再
編
庁

内
検
討
会
議
」
を
設
置
し
、
全

庁
体
制
で
議
論
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、「
大
仙
市
学
校
施

設
長
寿
命
化
計
画
」
も
踏
ま
え

な
が
ら
検
討
す
る
。

小
中
一
貫
教
育
は
、
い
じ
め
や

不
登
校
の
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の

抑
制
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
。

小
中
一
貫
教
育
は
、
注
目
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
検
討

会
議
で
そ
の
視
点
も
入
れ
て
協

議
し
て
い
く
。

小
中
校
の
統
合
に
つ
い
て

　
一
般
質
問
の
全
て
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。
各
議
員
顔
写
真
の
下
に
あ

る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
と
は
？

　

皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行

い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
関
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？
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Q

Q

AQA

A

橋本　琢史
（新政会）

災害時に避難所となる体育館

市
内
の
空
き
家
は
何
件
あ
り
、

倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
「
危
険

空
き
家
」
は
何
件
あ
る
の
か
。

空
き
家
は
１
１
６
５
件
あ
り
、

そ
の
う
ち
53
件
を
危
険
空
き
家

と
認
定
し
て
い
る
。

令
和
５
年
12
月
の
法
改
正
を
踏

ま
え
、「
大
仙
市
空
き
家
等
対

策
計
画
」
の
見
直
し
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

法
改
正
と
な
っ
た
空
家
等
対
策

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

で
定
義
さ
れ
た
「
管
理
不
全
空

き
家
」
の
所
有
者
に
は
、
以
前

か
ら
適
正
管
理
に
関
す
る
通
知

を
発
送
し
、
管
理
の
改
善
を
促

し
て
い
る
。
た
だ
、
管
理
不
全

空
き
家
に
対
す
る
固
定
資
産
税

の
住
宅
用
地
特
例
の
解
除
は
、

新
た
に
計
画
や
条
例
等
に
お
い

て
明
記
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

今
後
、
見
直
し
や
改
正
を
行
っ

て
い
く
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
が
始
ま
っ

て
か
ら
登
録
さ
れ
た
空
き
家
の

件
数
と
、
そ
の
う
ち
契
約
さ
れ

た
件
数
、
ま
た
、
こ
の
制
度
を

利
用
し
て
県
外
か
ら
移
住
し
て

き
た
世
帯
数
は
。

令
和
６
年
２
月
末
ま
で
に
50
件

の
空
き
家
が
登
録
さ
れ
、
契
約

さ
れ
た
空
き
家
は
41
件
で
あ

る
。
ま
た
、
県
外
の
方
と
契
約

さ
れ
た
空
き
家
は
７
件
、
７
世

帯
で
あ
る
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

QAQA

秩父　博樹
（公明党）

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

小
・
中
学
校
は
何
校
あ
る
の

か
。
ま
た
、
耐
震
化
済
み
と
な

っ
て
い
る
の
か
。

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

小
・
中
学
校
の
数
は
、
小
学
校

19
校
、
中
学
校
10
校
、
合
計
29

校
で
あ
り
、
全
て
耐
震
化
済
み

で
あ
る
。

小
・
中
学
校
の
空
調
設
備
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
か

ら
令
和
７
年
の
間
、
国
庫
補
助

の
割
合
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
を
活
用
し
、
避
難
所
と
な

る
体
育
館
の
空
調
設
置
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

避
難
所
と
な
る
小
・
中
学
校
体

育
館
の
空
調
設
置
は
、
避
難
所

の
機
能
強
化
を
図
る
上
で
検
討

す
べ
き
事
項
と
捉
え
て
い
る
。

国
か
ら
の
補
助
要
件
と
し
て
、

す
で
に
体
育
館
の
断
熱
性
が
完

備
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
空

調
設
備
と
合
わ
せ
て
断
熱
工
事

を
行
う
こ
と
が
必
須
と
な
っ
て

お
り
、
多
額
の
財
政
負
担
が
見

込
ま
れ
る
。
ま
た
、
小
・
中
学

校
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
は
完
了
し
て
い
る
も
の

の
、
理
科
室
な
ど
の
特
別
教
室

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
が
ま
だ
で

あ
る
こ
と
や
、
校
舎
の
老
朽
化

に
伴
う
整
備
の
課
題
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
優
先
順
位
も
含

め
て
検
討
し
た
い
。

 
こ
の
ほ
か
、
外
国
人
材
の
受

け
入
れ
と
多
文
化
共
生
社
会
の

実
現
に
つ
い
て
、
子
ど
も
を
被

害
者
に
も
加
害
者
に
も
さ
せ
な

い
ア
プ
リ
の
活
用
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

非
常
時
へ
の
備
え
に
つ
い
て
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Q

Q

A

A

佐藤　文子
（日本共産党）

大仙市誕生10周年記念式典で
初お披露目となった「まるびちゃん」
（平成27年3月22日）

マ
ン
ガ
ン
不
足
に
よ
る
「
ご
ま

葉
枯
れ
病
」
へ
の
対
策
や
、
そ

れ
に
対
す
る
農
家
負
担
な
ど
、

根
拠
を
示
し
た
説
明
を
尽
く
し

て
、
生
産
者
の
作
付
け
品
種
の

選
択
権
を
尊
重
す
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

ご
ま
葉
枯
れ
病
に
つ
い
て
は
、

育
苗
箱
粒
剤
に
い
も
ち
病
と
ご

ま
葉
枯
れ
病
に
効
果
の
あ
る
農

薬
が
あ
り
、
従
来
の
箱
粒
剤
と

の
価
格
差
は
ほ
ぼ
な
い
も
の
と

伺
っ
て
い
る
。

従
来
の
あ
き
た
こ
ま
ち
の
種
子

の
選
択
に
つ
い
て
は
、
県
と
し

て
は
、
全
面
切
り
替
え
と
し
な

が
ら
も
、
他
県
産
の
種
子
の
購

入
や
自
家
採
種
で
の
対
応
も
可

能
と
し
、
従
来
の
あ
き
た
こ
ま

ち
の
作
付
け
を
妨
げ
る
も
の
で

は
な
い
と
し
て
い
る
。

マ
ン
ガ
ン
の
成
分
抑
制
に
よ
る

食
味
低
下
が
考
え
ら
れ
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

外
観
、
味
、
香
り
、
硬
さ
、
粘

り
と
も
従
来
の
あ
き
た
こ
ま
ち

と
同
等
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
経
年
的
な
評
価
に

つ
い
て
は
、
今
後
進
め
ら
れ
る

も
の
と
思
っ
て
い
る
。

あ
き
た
こ
ま
ち
Ｒ
に
つ
い
て

QA

大山　利吉
（大地の会）

前
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く

心
に
深
く
刻
ま
れ
る
よ
う
な
記

念
事
業
を
企
画
で
き
な
い
か
。

来
年
の
合
併
記
念
日
に
向
け
、

市
全
体
の
機
運
を
高
め
る
「
機

運
醸
成
」
に
係
る
取
り
組
み
、

市
勢
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
を
表
彰
す
る
「
記
念

式
典
」、
市
全
体
で
20
周
年
の

節
目
を
祝
い
、
市
民
の
皆
さ
ま

一
人
一
人
が
ま
ち
づ
く
り
に
関

心
を
も
ち
、
参
画
す
る
機
運
を

高
め
る
「
関
連
事
業
」、
20
周

年
記
念
事
業
の
記
憶
を
紡
ぐ

「
ア
フ
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
」
の
四

つ
の
取
り
組
み
を
柱
に
、「
20

周
年
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ヤ
ー
」
と

銘
打
ち
、
令
和
６
年
度
か
ら
７

年
度
に
か
け
て
記
念
事
業
を
展

開
し
て
ま
い
り
た
い
。
関
連
事

業
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま

に
20
周
年
の
節
目
を
実
感
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
地
域
で

開
催
さ
れ
る
文
化
祭
や
花
火
大

会
、
身
近
な
行
祭
事
な
ど
を
中

心
に
、
地
域
協
議
会
や
実
行
委

員
会
を
は
じ
め
と
し
た
皆
さ
ま

と
の
共
創
に
よ
り
、
20
周
年
記

念
を
冠
し
た
事
業
を
企
画
・
実

施
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
は

な
い
新
た
な
取
り
組
み
も
念
頭

に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
印
象
に

残
る
事
業
を
検
討
し
て
い
く
。

　
こ
の
ほ
か
、
公
共
施
設
の
再

編
と
再
編
後
の
施
設
の
活
用
と

整
備
に
つ
い
て
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
に
配
慮
し
た
公
共
施
設

の
き
め
細
や
か
な
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

大
仙
市
誕
生
20
周
年
記
念
事
業

に
つ
い
て
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移住定住促進課が主催した女性が住み
たくなるまちづくりワークショップの
様子

QA

挽野　理恵
（公明党）

大
仙
市
を
離
れ
た
若
者
が
再
び

本
市
に
戻
り
、
定
住
で
き
る
た

め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
か
。

愛
郷
心
を
育
む
「
大
仙
教
育
メ

ソ
ッ
ド
」
に
基
づ
く
ふ
る
さ
と

教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

地
域
学
校
協
働
活
動
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
一
体
的

な
推
進
を
図
る
ほ
か
、
企
業
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
仙
北
地
域

企
業
説
明
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
地
域
の
伝
統
文
化
や
産

業
、
企
業
な
ど
、
関
心
を
高
め

る
機
会
の
創
出
に
努
め
て
い

る
。

定
住
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
仕

事
や
雇
用
に
つ
い
て
は
、
女
性

活
躍
の
推
進
や
働
き
方
改
革
な

ど
、
多
様
な
人
材
が
働
き
や
す

い
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
む
企

業
を
応
援
す
る
と
と
も
に
、
入

社
準
備
に
係
る
費
用
に
対
す
る

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

情
報
関
連
産
業
を
は
じ
め
と
し

た
若
者
が
望
む
企
業
の
進
出
を

促
進
す
る
た
め
、
令
和
６
年
度

か
ら
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

誘
致
に
取
り
組
む
。

　
こ
の
ほ
か
、
学
校
に
お
け
る

多
様
性
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

女
性
と
若
者
の
市
内
定
住
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

QA

小笠原昌作
（新政会）

特
殊
詐
欺
等
に
よ
る
被
害
者
が

増
加
し
て
い
る
。
何
よ
り
も
巻

き
込
ま
れ
な
い
こ
と
が
大
事
だ

が
、
手
口
が
巧
妙
化
し
て
い

る
。
未
然
防
止
に
向
け
た
市
の

取
り
組
み
、
対
策
は
。

Ｆ
Ｍ
は
な
び
や
商
業
施
設
の
電

光
掲
示
板
を
活
用
し
た
注
意
喚

起
の
ほ
か
、
出
前
講
座
や
特
殊

詐
欺
の
講
話
な
ど
の
各
種
事

業
、
高
齢
者
世
帯
へ
の
迷
惑
電

話
撃
退
装
置
の
貸
与
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
警
察
か
ら
情
報

提
供
が
あ
っ
た
際
に
は
、
速
や

か
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
特
に
緊
急
性
が
あ
る
も
の

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
高
齢
者
世
帯
向

け
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
提
供
す
る
ナ
ン

バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
無
料
サ
ー

ビ
ス
を
積
極
的
に
周
知
し
て
い

る
。
今
後
も
警
察
や
他
自
治
体

と
情
報
共
有
を
図
り
、
地
域
で

の
お
声
が
け
が
浸
透
す
る
よ

う
、
自
治
会
や
高
齢
者
団
体
等

を
通
じ
た
働
き
か
け
を
行
っ
て

い
く
。
あ
わ
せ
て
、
高
齢
者
が

集
ま
る
介
護
予
防
事
業
の
場
な

ど
で
も
啓
発
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
防
犯
協
会
な
ど
と
も

連
携
し
、 

Ａ
Ｔ
Ｍ
や
コ
ン
ビ
ニ

に
お
け
る
対
策
も
強
化
し
、
一

層
の
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

相
次
ぐ
特
殊
詐
欺
被
害
に

つ
い
て
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１
月
９
日
、
静
岡
県
磐
田
市
の
「
な
が
ふ
じ

学
府
小
中
一
体
校
」
に
つ
い
て
視
察
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
大
仙
市
に
お
い
て
も
学
校
再
編
は

大
き
な
課
題
で
あ
る
た
め
、
特
に
、
小
・
中
学

校
の
一
体
校
の
先
進
事
例
と
し
て
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
磐
田
市
で
は
中
学
校
区
の

学
校
群
を
「
学
府
」
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。
小

中
一
貫
教
育
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

取
り
組
み
の
さ
ら
な
る
充
実
・
発
展
、
そ
し

て
、
人
口
減
少
、
教
育
施
設
の
老
朽
化
な
ど
の

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、「
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
も
つ
多
機
能
型
学
校
」
と
し
て
令
和
３
年
４

月
に
開
校
し
ま
し
た
。

　
「
小
中
一
体
校
」
は
、
学
校
再
編
が
前
提
で

は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
を
ど
う
し
て
い
く

の
が
よ
い
か
を
地
域
住
民
、
保
護
者
な
ど
が
一

緒
に
な
っ
て
協
議
を
重
ね
、
実
現
し
た
一
体
校

で
あ
り
、
協
議
の
積
み
重
ね
の
必
要
性
や
地
域

の
理
解
を
得
る
こ
と
の
重
要
性
を
実
感
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。

（
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
委
員
長　
山
谷　
喜
元　
記
）

　
２
月
19
日
、
茨
城
県
常
総
市
に
て
、
公
共
施

設
の
管
理
と
活
用
に
つ
い
て
視
察
。
複
数
の
公

共
施
設
の
管
理
業
務
を
ま
と
め
て
民
間
へ
委
託

す
る
「
公
共
施
設
包
括
管
理
業
務
委
託
」
を
用

い
、
施
設
管
理
の
質
向
上
と
市
職
員
の
業
務
負

荷
低
減
を
実
現
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
公
共

施
設
を
民
間
事
業
者
に
お
試
し
で
貸
し
出
す

「
ト
ラ
イ
ア
ル
・
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
を
行
い
、

市
場
性
や
ニ
ー
ズ
等
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
効

果
的
な
利
活
用
に
つ
な
げ
て
い
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
静
岡
県
熱
海
市
に
て
、
地
域
課
題

を
逆
手
に
取
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
視
察
。
熱
海

銀
座
は
、
か
つ
て
空
き
店
舗
の
多
さ
が
課
題
。

10
年
ほ
ど
前
か
ら
空
き
店
舗
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
て
飲
食
店
や
宿
を
開
業
す
る
事
業
者
が
現

れ
、
行
政
も
そ
の
流
れ
を
後
押
し
し
た
結
果
、

今
や
空
き
店
舗
ゼ
ロ
。
ま
た
、
市
が
ま
ち
づ
く

り
会
社
に
委
託
し
、
熱
海
の
課
題
や
将
来
像
を

オ
ー
プ
ン
に
議
論
す
る
公
開
型
会
議
「
Ａ
Ｔ
Ａ

Ｍ
Ｉ
２
０
３
０
会
議
」
を
継
続
開
催
し
た
こ
と

が
、
創
業
や
移
住
に
つ
な
が
っ
た
そ
う
で
す
。

　
両
市
は
上
手
に
民
間
の
力
を
活
用
し
て
お

り
、
大
い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

（
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
委
員
長　
佐
藤　
芳
雄　
記
）

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

総
務
企
画
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

常総市での研修熱海市での研修

磐田市での研修
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２
月
13
日
、
伊
勢
市
の
議
会
ツ
ア
ー
お
よ
び

高
校
生
議
会
に
つ
い
て
研
修
。
議
会
ツ
ア
ー

は
、
議
会
を
知
っ
て
も
ら
う
契
機
と
す
る
た
め

に
実
施
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
に
は
、
市
内

の
小
学
校
10
校
の
生
徒
（
６
年
生
）
が
参
加

し
、
議
会
の
仕
組
み
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
参

加
し
た
生
徒
の
感
想
と
し
て
は
肯
定
的
な
感
想

が
多
く
、
議
会
を
知
っ
て
も
ら
う
契
機
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。
ま
た
、
高
校
生

議
会
は
主
権
者
教
育
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ

て
お
り
、
市
内
の
高
等
学
校
を
対
象
に
２
〜
３

人
を
１
グ
ル
ー
プ
と
し
て
実
施
。
現
在
の
疑
問

点
や
今
後
望
む
こ
と
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
も

ら
う
形
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、「
市
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
知
れ

た
」
等
、
ま
た
、
参
加
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、「
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
つ
な
が
っ
て
い
く
、

貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
」
等
、

肯
定
的
な
声
が
多
く
、
政
治
に
関
心
を
深
め
る

機
会
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
東
海
市
の
議
会
基
本
条
例
の
検

証
お
よ
び
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し

た
が
、
紙
幅
の
都
合
上
割
愛
し
ま
す
。

（
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
委
員
長　
秩
父　
博
樹　
記
）

　
１
月
22
日
〜
24
日
、
静
岡
県
に
お
い
て
行
政

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
初
日
は
「
ふ
く
ろ
い
遠
州
の
花
火
」
で
有
名

な
袋
井
市
を
訪
問
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
年
間
４

０
０
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪
問
し
て
お
り
、

ど
の
よ
う
な
観
光
施
策
を
展
開
し
て
い
る
か
伺

い
ま
し
た
。
稼
ぐ
観
光
を
目
指
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
を
活
用
し
た
情
報
収
集
力
の
強
化
や
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
で
の
発
信
を
強
化
す
る
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
翌
日
は
「
御
前
崎
市
リ
タ
ー
ン
就
職
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
制
度
」
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

企
業
と
若
者
を
つ
な
ぐ
た
め
「
企
業
と
若
者
の

交
流
事
業
」
や
就
職
応
援
情
報
サ
イ
ト
で
の
企

業
情
報
や
セ
ミ
ナ
ー
等
の
情
報
発
信
、
ま
た

「
リ
タ
ー
ン
就
職
応
援
助
成
金
制
度
」
で
は
、

市
内
ま
た
は
近
隣
の
企
業
に
就
職
す
る
と
、
提

携
銀
行
か
ら
借
り
た
教
育
資
金
「
御
前
崎
市
リ

タ
ー
ン
就
職
応
援
ロ
ー
ン
」
の
支
払
利
息
や
元

金
分
を
、
お
祝
い
金
と
し
て
受
け
取
れ
る
取
り

組
み
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
大
変
参
考
に
な
り
、
当
市
に
お
い
て
も
企
業

の
魅
力
向
上
や
人
口
減
対
策
と
し
て
、
新
卒
者

の
地
元
定
着
と
移
住
者
の
拡
大
推
進
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
委
員
長　
挽
野　
利
恵　
記
）

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

東海市での研修伊勢市での研修

袋井市での研修御前崎市での研修

13 あなたのギカイ



※定例会日程は変更される場合があります。
　変更内容は、議会ホームページでお知らせします。

こちらのＱＲコードからメールを
作成いただけます。

きかせて！あなたのミライ
大仙市の小学生が将来の夢を語るコーナーです。

6月定例会 市議会だよりのご感想などをおよせください
市議会だよりのご感想や大仙市議会に対するご意見、ご要望など
を次の方法により、議会事務局へお寄せください。
①郵　送　・宛先：〒 014-8601　大仙市大曲花園町 1番 1号
　　　　　　　　　　　　　　大仙市議会事務局あて
②ＦＡＸ　・番号：0187-62-8822（議会事務局専用）
③メール　・アドレス：gikai@city.daisen.lg.jp

議会の傍聴について
本会議および委員会は公開さ
れており、傍聴することがで
きます。
傍聴をご希望の方は、議会開
会日に、大仙市役所３階議会
事務局窓口までお越しくださ
い。

請願・陳情について
６月定例会で審査される請
願・陳情は、５月17日（金）
までに提出されたもので、そ
れ以降に提出されたものは、
次の定例会での審査となりま
す。

編
後
集
記

委員

安達　成年

だ
い
せ
ん
市
議
会
だ
よ
り

第
7
6
号

■
発
行
／
大
仙
市
議
会

〒
0
1
4
-8
6
0
1
秋
田
県
大
仙
市
大
曲
花
園
町
１
番
１
号
TEL 0

1
8
7
-6
3
-1
1
1
1（
代
）

編
集
／
大
仙
市
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
　
印
刷
／
株
式
会
社
仙
北
印
刷
所

■小さい頃から絵を描くのが大好きです。
うまく描けない所があると、自分で調べ
て練習します。イメージ通りに描けると
すごく嬉しいです。■もうすぐ修学旅行な
ので、同級生たちと岩手や宮城に行くこ
とが今から楽しみです。■将来は、人の役
に立つ仕事がしたいです。困っている人
を見かけると何かしてあげたくなるので
すが、その気持ちと働くことが結びつい
たきっかけは、学校の図書室にあった伝
記シリーズを読んだことです。夢中にな
って繰り返し３周読み、何冊かは購入も
しました。最も感銘を受けたのはナイチ
ンゲールです。■父が仕事でいろんな人の
役に立っている姿や、母が家族を温かく
支えてくれている姿を間近で見て育った
ので、私も何か直接、人と接してその方
の役に立てる仕事がしたいです。伊藤　柚花　さん　（神岡小学校６年）

い と う ゆ ず か

■新年度がスタートしました。「出会いの春」「希望の春」の言葉がぴったりのわく
わく感、高揚感が湧いてくる季節です。ふるさと大仙を離れて、新しい場所で活躍
する方々に、「がんばれ」そして「いつか大仙に戻ってきてください」とエールを
送りたくなるのは私だけでしょうか。■令和６年度で大仙市誕生20周年を迎えます。
私たち市議会は市民の皆さまにどう映っていますか。これまでの市政に対する取り
組みに満足していただいているでしょうか。私たちは、常に自問自答を繰り返しな
がら日々活動をしております。■さて、市民の皆さまとの貴重な意見交換の場とし
て、今年度も「市政懇談会」を開催いたします。市民お一人お一人のご意見が課題
解決につながり、さらには大仙市の発展へとつながるものであると思いますので、
一人でも多くのご参加をお待ちしております。

日 月 火 水 木 金 土
5/26

2

9

16

27

3

10

17

28

4

11

18

29

5

12

19

30

6

13

20

31

7

14

21

6/1

8

15

22

本会議
議案等上程

本会議
一般質問

本会議
一般質問

本会議
委員長報告等

各常任委員会審査

FacebookとInstagramで議会の情報を発信しています

Facebook Instagram 14あなたのギカイ


